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株式会社ネットプライス



レバンテ　シーイーイレブン
確かな実力が認められた特許取得済
み人工皮膚成分使用の美容液。細胞
レベルからシミ・シワ・凸凹をキレイ
にオフ。

アイリバー
ヒット商品 i F P - 8 0 0シリーズの
2 0 0 5年度モデル【 i F P - 8 9 0 S E
256MB】。内蔵メモリー256MBのコ
ンパクトボディに約60曲の音楽をダ
ウンロード可能。

COACH　ショルダーバッグ
不動の人気を誇るCOACHの各種商
品をネットプライスだけの価格でお
得に販売。

小岩井無添加野菜
無香料、無着色で素材のおいしさを
いかし、野菜の栄養分を効率よく吸
収できるこだわりの野菜ジュース。

企業理念

私達ネットプライスは、インターネットという新しいメディアの特性を

活かした“インターネットリテーラー”として、消費者と商品サプライ

ヤーの間に新しい関係を築き、楽しく、賢く、便利に物を買うことができ

る仕組みの創造を通じて、当社自身の成長を実現するとともに、新しい

市場を創出していくことを目指します。



株主のみなさまにおかれましては、ますますご清祥のこととお慶び申し上げます。

　当社はインターネットリテーラーとして、独自の共同購入方式である「ギャザ

リング」を確立し、1999年の設立以来順調に事業規模を拡大しております。

　当社の中核事業であるEコマースの市場は急速に成長を続けており、それに対

応して当社も提携ベンダー数および購入者数の増大に向けた各施策に取り組ん

でおります。また、（株）ネクストジャパンとの合弁会社である（株）アミュー

ズボックスの設立による販売チャネルの拡充など、より一層のサービ

ス向上に努めてまいりました。

　これらの施策により、2006年9月期中間期の連結売上高は前

年同期比43.1%増の6,569百万円と大幅に増加しました。一

方、営業利益は販促関連費用の増加などにより販売費及び一般

管理費が増加し、前年同期比8.1%減の189百万円となりまし

たが、（株）エムシープラスの持分変動に伴う特別利益の計上

もあり、中間純利益は前年同期比50.2%増の115百万円となり

ました。

　今後は、市場の成長が見込める「モバイルコマース」の利用者数の増

加による販売力の拡大をより推進し、その上で「高回転＋高ロット」

というギャザリング効果を増大させつつ、ギャザリングの全当事者

のメリット拡大を促進してまいります。さらに、連結子会社化した

（株）デファクトスタンダードを通じたオークション関連事業や、

資本・業務提携した（株）電通とのコラボレーションなど、周辺・新規

事業も強化してまいります。

　株主のみなさまにおかれましては、今後とも一層のご支援、ご指導を賜

りますようお願い申し上げます。

2006年6月

株式会社ネットプライス

代表取締役社長兼CEO  佐藤　輝英

株主のみなさまへ
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インターネットで楽しむ新しいショッピングスタイル
「ギャザリング」とは、当社が独自に開発した、インター

ネットによるユーザー参加型の新しいショッピングスタ

イルで、共同購入方式の一種です。商品の購入申し込み数

に応じて販売価格を3～4段階に設定し、申し込み数が設定
数量に達すると価格が下がる、つまり購入者数が増えれば

販売価格が下がるという仕組みです。

　ギャザリングでは原則として1週間を販売期間としてお
り、毎週約900点の商品をサイト掲載しています。商品は
毎週入れ替えられ、常に当社の担当バイヤーが厳選した

“旬のアイテム”を取り揃えています。お客さまはインター

ネットで24時間いつでも購入を申し込むことができます。
商品代金はクレジットカードか代金引換のどちらかでお

支払い頂いています。

　ギャザリングでは、値段の動きが商品の人気を示すバロ

メーターとなります。サイトにはアクセス時点の商品受注

数や販売価格、売れ筋ランキング、お客さまからのコメン

トなどがリアルタイムで表示されており、目新しい商品を

発見する喜びや、価格決定に自分も参加できるという楽し

さとゲーム感覚が、ギャザリングの魅力となっています。

提携媒体の活用と商品の魅力で集客
ギャザリングへの参加窓口となるのは、当社のモバイルサイ

ト「ちびギャザ」やWEBサイト「ショッピング＆ギャザリン
グ ネットプライス」のほか、雑誌やラジオなど約130のさま
ざまな提携メディアでも購入申し込みを受け付けています。

さらに、JCBカードなどのクレジットカード会社やテレビ番
組などと共同でモバイルショッピングサイトを運営するな

どしてギャザリングのさらなる可能性を広げています。

　また商品販売サイトの魅力を高めるには、「売れる商品

販売価格 購入申し込み数

¥9,800 1～9個

¥8,800 10～49個

¥7,800 50～100個

ギャザリングの仕組み

※ 「ギャザリング」、「ギャザ」は、当社の登録商標です。
 　当社は現在「ギャザリング」に関する複数の特許を出願しています。

商品の発注
マーケティングデータと、
リクエスト情報の提供

ギャザリングへの参加
商品の購入

リクエストの提供

商品情報の提供
在庫の確保
商品納入

ギャザリングの機会提供
商品の販売

ベンダー
（メーカー・卸業者） ネットプライス 消費者

•「ギャザリング」におけるプライスダウンの一例

現在の購入申し込み数 48個
現在の販売価格 ¥8,800

申し込み数があと2個増えれば価格は¥7,800になる

•「ギャザリング」※のビジネスフロー

2 netprice, ltd.
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ベンダー（メーカー・卸業者）：
情報収集、販路の拡大、的確な商品
開発につながっています。

ネットプライス：
在庫を持たずに強い販売力を持つ
ことができます。

消費者：
ゲーム感覚で楽しみながら「いい
ものを安く」購入できます。

の調達力」が必要であることはいうまでもありません。当

社は2006年3月末現在で、商社やメーカーなど917社の
ベンダーと提携しています。これにより、ファッションや

ブランド、美容、コスメ、生活用品、家電など月間約2,400
アイテムの多岐にわたる新たな商品を調達できるのです。

また、月間約5,000件寄せられるお客さまからの商品リク
エストなどの情報をベンダーと共有することにより、より

お客さまのニーズに合った品揃えを実現するよう努めて

います。また、ベンダーと共同で開発したオリジナル商品

も多数手がけています。

参加者すべてにメリットが
当社にとってギャザリングの最大のメリットは、在庫を抱

えるリスクを負わなくてもよい点にあります。お客さまか

らの受注個数が確定した後で各ベンダーに発注するため、

在庫を手元に置く必要がありません。また、1週間という短
期間にまとまった数の商品を一括発注できることから、仕

入れ価格を抑えることもできます。

　一方ベンダーにとっては、短期間でお客さまからの反応

をダイレクトにつかめるというメリットが生まれます。こ

のため、ギャザリングでの販売が新商品のテストマーケ

ティングに利用されるケースも多数あります。

　2000年1月に運用を開始して以来、ギャザリングへの
参加者は増加の一途をたどり、2006年3月末時点でおよ
そ110万人に達しました。またお客さまの平均購入回数
（四半期ベース）も3.2回と、リピーターが多いことも特徴
となっています。当社とベンダー、お客さまが三位一体と

なって大きな信頼で結ばれ、スパイラル状の発展を遂げて

いくギャザリングモデルは、今後も大きな可能性を秘めて

いるといえるでしょう。

netprice, ltd. 3
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伸ばせ事業 創れ事業

見極め事業

奪え事業

ネットプライスの事業展開と将来の戦略

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ネットプライスが展開している事業の概要

当社が現在展開している事業は、大きく二つに分けられます。ギャザリングビジネスモデルを活用

したEコマース事業と、Eコマースに連動した事業を展開している周辺事業です。さらに、Eコマース

事業ではモバイルコマース事業とWEBコマース事業に分かれてギャザリングを行っています。周辺

事業では、子会社等を通じてメディア広告、パーソナルファイナンス、オークション関連事業などを

展開しています。

2つのセグメントの戦略的な関係
ギャザリングモデルを駆使したEコマース事業を「伸ばせ・中核事業」とし、
その強みを活かして周辺事業市場を奪取していく。

Eコマース事業（ギャザリング）
経営資源を投入することで、売場軸・顧客軸・
商品軸を拡充し、市場支配力を引き上げる。

新規事業
•クロスメディア型EC（テレビ連動）
•オークション関連事業
•WEB2.0型Eコマース事業
（次期中期経営計画で発表）

周辺事業
市場における当社のプレゼンスの高まりを
背景に、他社ノウハウを引き入れることにより
積極的に周辺事業に進出する。

•メディア広告事業
•パーソナルファイナンス事業
※連単倍率1倍以上を目指す
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事業特性の四つのパターン

当社のEコマース事業と周辺事業とでは展開している事業が異なるため、事業の特性や目指す方向

性も異なっています。それを図解したものが4ページの領域図です。

　この図では、自社の事業がどのような特性を持っているかを分かりやすくビジュアル化していま

す。横軸では位置づけたい対象事業を、自社内での既存事業（古くから展開しており、自社がノウハ

ウを蓄積している事業）か新規事業（新しく展開を進めている事業）かで図中の相対的な位置を決め、

縦軸では、その事業の属する市場が成長市場（現在伸びている市場）か成熟市場（もう十分成長しきっ

た市場）かで上下のどこに位置すべきかを決定します。この図に従って事業を位置づけていくと、そ

れぞれの特性によって、各事業が図中のどこかに位置づけられます。

　このことでおわかりいただけるように、企業の事業展開のモデルは、成長市場で新規事業を展開す

る＜創れ事業＞、成長市場における既存事業の展開である＜伸ばせ事業＞、成熟市場に新規事業で挑

む＜奪え事業＞、成熟市場における既存事業である＜見極め事業＞の4つに分類されます。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

各事業の位置づけと戦略の方向性

では、当社の事業がどこに位置づけられるのかを検証してみましょう。Eコマース事業は、当社が独自

ノウハウを有する既存事業を成長市場で展開しているので＜伸ばせ事業＞、成熟市場で新規事業を

展開している周辺事業は＜奪え事業＞と位置づけられます。さらに、ネット環境の変化に合わせ今後

大きな成長が期待される新規事業は、ITという成長市場での新規事業ですから＜創れ事業＞と位置

づけられます。今後立ち上げようとしている新規事業では、テレビなどと連動したクロスメディア型

Eコマース、オークション関連事業のようなWEB2.0型Eコマースなどの事業展開を検討しています。

　また、それぞれの象限で狙うべき戦略も異なっており、＜伸ばせ事業＞の領域にあるEコマース事

業における戦略は、引き続き経営資源を投入するとともに、＜創れ事業＞の領域であるWEB2.0型

Eコマースを進めることで、市場の成長以上のスピードで成長することによって市場でのシェアを

高めることになります。さらに＜奪え事業＞の領域にある周辺事業における戦略は、お客さまへの

各種サービスの提供を積極的に行うことにより、早期の収益化を目指します。



○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

今後の戦略

当社は現在、2007年9月期を初年度とする3ヵ年の中期経営計画の策定を進めており、中期的な連

結売上高は500億円を視野に入れています。また現時点で、各事業分野において取り組むべき事項

を以下のように捉えています。

Eコマース事業（モバイルコマース事業、WEBコマース事業）

ネットプライス本体では、本業であるEコマース事業に引き続き経営資源を集中的に投入すること

により、商品軸・売場軸・顧客軸の拡充を図り、市場支配力の引き上げを目指しています。そのために、

商品軸の拡充に向けては、メジャーブランドとのコラボレーションやオリジナル商品の拡充を図っ

ていきます。売場軸の拡充に向けては、ネット上での新しい集客方法の確立など新規売場の構築や

新しい売り方の開発、方法を考えています。また顧客軸の拡充には、メイン客層である30代のネット

ユーザーへの徹底浸透と「ブランディング」の強化、高いCRMノウハウの蓄積などを目指しています。

周辺事業

Eコマース市場における当社のプレゼンスの高まりを活かして、他社ノウハウを引き入れることに

より周辺事業に積極進出し、収益化を図るとともに、さらなる拡大を目指します。具体的には、イン

ターネットオークションへの新展開、モバイル新媒体向けエンターテインメントサービス、会員向

けハウスカードの発行、リアル店舗とモバイルメディアを連動させた事業展開などが必要と考えて

います。

新規事業

（株）電通とのコラボレーションによるクロスメディア型Eコマース事業の展開、オークション周辺

の新しい市場の創造、WEB2.0型Eコマース事業の展開など、ネットの変化に合わせた新しい事業領

域への積極的な進出を検討しています。

6 netprice, ltd.
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科　目

資産の部

流動資産 2,921,800 5,399,042

固定資産 1,217,754 1,907,762

　有形固定資産 236,418 241,174

　無形固定資産 125,587 964,329

　投資その他の資産 855,748 702,257

資産合計 4,139,554 7,306,804

科　目

負債の部

流動負債 1,194,382 1,534,812

固定負債 – 21,061

負債合計 1,194,382 1,555,874

少数株主持分 – 190,169

資本の部

資本金 1,114,114 2,324,590

資本剰余金 972,935 2,184,157

利益剰余金 858,122 1,046,679

その他有価証券評価差額金 – 5,333

資本合計 2,945,172 5,560,760

負債・少数株主持分及び資本合計 4,139,554 7,306,804

第6期中間連結会計期間末
（2005年3月31日）

第7期中間連結会計期間末
（2006年3月31日）

第6期中間連結会計期間末
（2005年3月31日）

第7期中間連結会計期間末
（2006年3月31日）

財務諸表

中間連結貸借対照表 （単位：千円）
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科　目

売上高 4,591,336 6,569,347

　売上総利益 1,863,207 2,722,768

販売費及び一般管理費 1,656,755 2,533,048

　営業利益 206,452 189,719

営業外収益 5,055 34,825

営業外費用 15,693 16,860

　経常利益 195,814 207,684

特別利益 – 50,763

特別損失 73,554 12,366

　税金等調整前中間純利益 122,259 246,081

　法人税、住民税及び事業税 81,827 113,618

　法人税等調整額 △ 36,735 27,707

　少数株主損失 – 11,129

　中間純利益 77,168 115,885

科　目

営業活動によるキャッシュ・フロー 119,276 190,437

投資活動によるキャッシュ・フロー △ 797,237 △305,377

財務活動によるキャッシュ・フロー 3,360 2,778,091

現金及び現金同等物の増加（減少:△）額 △ 674,600 2,663,152

現金及び現金同等物の期首残高 2,541,865 1,080,240

現金及び現金同等物の中間期末残高 1,867,265 3,743,392

第6期中間連結会計期間
自 2004年10月 1 日（至 2005年 3 月31日）

第7期中間連結会計期間
自 2005年10月 1 日（至 2006年 3 月31日）

科　目

（資本剰余金の部）

資本剰余金期首残高 1,012,609

資本剰余金増加高 1,171,547

資本剰余金中間期末残高 2,184,157

（利益剰余金の部）

利益剰余金期首残高 930,793

利益剰余金増加高 115,885

利益剰余金中間期末残高 1,046,679

第6期中間連結会計期間
自 2004年10月 1 日（至 2005年 3 月31日）

第7期中間連結会計期間
自 2005年10月 1 日（至 2006年 3 月31日）

第7期中間連結会計期間
自 2005年10月 1 日（至 2006年 3 月31日）

中間連結損益計算書 （単位：千円） 中間連結キャッシュ・フロー計算書 （単位：千円）

中間連結剰余金計算書 （単位：千円）
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当社株式を購入された理由をお聞かせください。（複数回答可）

現在の当社にどの程度投資魅力を感じますか？

 （%）

●非常に魅力を感じる 16.0
●まあまあ魅力を感じる 46.3
●あまり魅力を感じない 21.1
●全く魅力を感じない 9.1
●どちらでもない 1.7
●分からない 5.7

現在、当社株式を保有している理由を一つ選択し
てください。

 （%）

●長期資産形成として考えているため 33.9
●短期売買でキャピタルゲインを得るため 7.5
●評価損の回復を期待しているため 46.6
●とりあえず保有している 12.1

当社に対してご不満に感じていることをいくつでも選択してください。（複数回答可）

 （%）

●成長性 34.9
●収益力 7.5
●安定性 1.3
●企業規模 0.5
●ブランド・知名度 1.9
●経営方針 3.2
●事業内容 10.5
●株価水準 3.2

●証券会社からの情報提供 15.6
●家族・知人の奨め 1.3
●インターネット関連企業だから 8.6
●小売企業だから 0.3
●新規公開企業だから 8.3
●当社サービスを利用していたから 1.3
●その他 1.3

 （%）

●成長性 11.3
●収益力 12.6
●財務体質 4.7
●先進性 4.1
●安定性 6.3
●情報公開姿勢 2.7

●株主重視の姿勢 15.7
●経営方針の明確性 2.7
●取扱い商品 2.7
●経営者 1.1
●株価 34.6
●その他 1.4

Question

01.

Question

02.

Question

05.

Question

03.

アンケート結果

ご回答ありがとうございました。

今後とも、みなさまの貴重なご意見を今後のさまざまな活動に反映させていきたい

と考えておりますので、引き続きご協力のほどよろしくお願いいたします。

主な項目についての結果は下記のとおりです。
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当社が行っているギャザリングについてお聞かせください。

（%）

●非常に魅力を感じる 10.9
●それなりに魅力を感じる 58.2
●あまり魅力を感じない 9.1
●全く魅力を感じない 3.0
●どちらでもない 3.0
●分からない 15.8

1. 当社ギャザリングの強みについて、どの程度魅力を感じますか？
（%）

●ユーザーの購買力を集約した瞬間的な販売力 17.0
●インタラクティブ性を活用し、顧客ニーズを効率的に収集 8.0
●ユーザー同士の口コミによる集客力 11.4
●受注後に仕入れ先に発注するため、極めて低い在庫リスク 19.9
●インターネットを使って全国のユーザーを網羅18.2
●販売システムによる24時間365日の受注対応 9.7
●無店舗販売による低コストオペレーション 14.8
●その他 1.1

2. また、どのような点で魅力を感じますか？一つ選択してください。

今後の当社株式の所有方針を教えてください。

（%）

●長期保有したい 26.0
●買い増ししたい 10.4
●値下がりしたら買い増ししたい 21.9
●売却したい 6.3
●値上がりしたら売却したい 35.4

当社からのIR活動として何を充実させて欲しいで
すか？（複数回答可）

（%）

●事業報告書 10.7
●決算短信・有価証券報告書 5.5
●ホームページ 7.5
●メールマガジン 3.9
●株主総会 2.0
●説明会や懇親会などのイベント 6.8
●株主優待の新設 33.6
●テレビ・新聞・雑誌へのPR活動 18.2
●証券会社を通じた情報提供 10.4
●その他 1.3

（%）

●業績見通し 30.3
●経営方針・メッセージ 9.5
●経営戦略 25.7
●事業内容・ビジネスモデル 4.3
●取扱い商品の情報 15.6
●ユーザーの利用状況 11.3
●コーポレートガバナンス 3.1
●その他 0.3

本事業報告書の中で、興味を持たれた内容はどれ
でしたか？（複数回答可）

（%）

●株主のみなさまへ 6.5
●ギャザリングの仕組み 15.4
●社長インタビュー 14.5
●事業紹介 11.1
●財務ハイライト 7.7
●営業概況 14.8
●財務諸表 7.4
●アンケート結果 9.0
●株式の状況 9.3
●会社情報 4.3

当社のサービスを利用したことはありますか？

（%）

●よく利用している 1.8
●たまに利用する 8.4
●利用したことはないが、
今後利用してみたい 74.3
●利用したことはなく、
今後も利用したいと思わない 15.6

Q11で「利用したことがある」とお答え頂いた方にお聞きします。 当社が
提供している商品について良く購入される商品は何ですか？（複数回答可）

（%）

●ブランド関連商品 13.6
●ファッション関連商品 10.2
●美容コスメ・健康関連商品 20.3
●デジタル・雑貨・生活用品 18.6
●グルメ商品 18.6
●ワインや清酒などの酒類 8.5
●メンズファッション商品 8.5
●その他 1.7

今後どのような情報の充実を望まれますか？
（複数回答可）

Question

06.

Question

07.

Question

11.

Question

09.
Question

10.

Question

08.

Question

12.
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※所有比率は小数点第3位以下切捨ての数値です。

株式の状況（2006年3月31日現在）

大株主（上位10名）

所有株数別分布状況

所有者別分布状況

株主数 構成比
（名） （%）

●1～99株 3,877 99.23
●100～499株 19 0.49
●500～999株 4 0.10
●1,000～4,999株 5 0.13
●5,000～9,999株 0 0.00
●10,000株以上 2 0.05
　　　合　計 3,907 100.00

株式数 構成比
（株） （%）

●政府・地方公共団体 0 0.00
●銀行 0 0.00
●信託銀行 162 0.15
●生命保険会社 0 0.00
●損害保険会社 0 0.00
●その他の金融機関 239 0.21
●証券会社 306 0.27
●その他の法人 61,416 54.72
●外国法人等 3,783 3.37
●個人・その他 46,338 41.28
●自己名義株式 0 0.00
　　　合　計 112,244 100.00

持株数 所有比率
株主名 （株） （%）

株式会社サイバーエージェント 54,840 48.85

佐藤輝英 22,824 20.33

ソフトバンク・インターネット

テクノロジー・ファンド2号 4,956 4.41

株式会社電通 3,000 2.67

日高裕介 2,500 2.22

株式会社サイバー・コミュニケーションズ 2,000 1.78

ソフトバンク・インターネット

テクノロジー・ファンド3号 1,194 1.06

ビービーエイチフォーフィデリティーパシフィック

べーシンエクスジャパンコレクティブトラスト 877 0.78

三井物産株式会社 600 0.53

ビービーエイチルクスフィデリティファンズ

ジャパンスモーラーカンパニーズ 543 0.48

株式の概況

発行可能株式総数 155,040株
発行済株式の総数 112,244株
株主数 3,907名

16 netprice, ltd.
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会社情報（2006年3月31日現在）

社名 株式会社ネットプライス

英文社名 netprice, ltd.
本社所在地 〒150-0013

東京都渋谷区恵比寿1丁目19番19号
恵比寿ビジネスタワー17階

大阪営業所 〒542-0083
大阪府大阪市中央区東心斎橋
1丁目5番9号
東心斎橋ビル8階

設立 1999年11月
サービス開始 2000年1月
従業員数 281名（契約社員・アルバイトを含む）
資本金 23億2,400万円
代表者 代表取締役社長兼CEO　佐藤　輝英
役員 取締役副社長 池本　克之

取締役 永塚　新
取締役 新宮　浩
取締役 日高　裕介
監査役（常勤） 小泉　正己
監査役 近藤　希望
監査役 高橋　由人

関係会社 株式会社メディアン
（TV・ラジオとモバイルインターネットを連動
させた企画・開発）

株式会社ネットプライスファイナンス
（金融サービス）

株式会社ネットプライスカード
（クレジットサービス）

株式会社エムシープラス
（ファッションアパレル商品の販売）

株式会社デファクトスタンダード
（インターネットオークション関連事業）

株式会社アミューズボックス*
（レジャー施設利用者向けの各種
エンターテインメントサービス）

株主構成 株式会社サイバーエージェント
佐藤　輝英
ソフトバンク・インターネット
テクノロジー・ファンド2号
株式会社電通　他

*持分法適用会社

株主メモ

決算期 9月30日

期末配当受領
株主確定日 9月30日

中間配当受領
株主確定日 3月31日

定時株主総会 毎年12月中

1単元の株式数 1株

株主名簿管理人 東京都千代田区丸の内一丁目4番5号
三菱UFJ信託銀行株式会社

同事務取扱所 東京都千代田区丸の内一丁目4番5号
三菱UFJ信託銀行株式会社　証券代行部
（郵便物送付先・お問い合わせ先）
〒137-8081
東京都江東区東砂七丁目10番11号
三菱UFJ信託銀行株式会社　証券代行部
電話 0120-232-711（通話料無料）

同取次所 三菱UFJ信託銀行株式会社　全国各支店
（各種お手続き用紙のご請求）
電話 0120-244-479（通話料無料）
ホームページ
http://www.tr.mufg.jp/daikou/

公告掲載紙 日本経済新聞
（当社は決算公告に代えて、貸借対照表な
らびに損益計算書を当社のホームページ
《http://www.netprice.co.jp/》に掲載いた
しております。）

事業内容 ・各種EC（WEB・モバイル・メールなど）
サービスのプロデュース

・ショッピング＆ギャザリング
「ネットプライス」の企画・運営

・ケータイギャザリングサイト
「ちびギャザ」の企画・運営

取引銀行 みずほ銀行 青山支店
三菱東京UFJ銀行 青山支店
ドイツ銀行 東京支店
三井住友銀行 渋谷駅前支店

netprice, ltd. 17
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